
1. 目的
市政運営の総合的な指針である次期総合計画を策定するに

あたり、本市の振興・発展に寄与されている企業・団体の

意見や要望を伺い、今後の市政運営の参考にするため

2. 調査対象
付属機関への委員就任をお願いしている企業・団体

市役所各部署において業務に関係のある企業・団体

3. 調査手法
郵送、メール等で配布し、紙又はＷＥＢで回答

4. 調査期間
令和7年9月

5. 調査項目

① 団体の主な活動分野

② 活動の中で感じている問題点や課題

③ 上記②の課題の解決策

④ 上記③に対して行政に支援してもらいたいこと

⑤ 飯塚市の現在及び今後優先すべき課題

⑥ 飯塚市と協働したいこと

⑦ 今後のまちづくりに対する意見、要望、提案

 回答のあった74団体において、「商工業、観光、

農林水産業」「保健、医療、福祉」が最も多く、

「地域活動、国際交流」「子育て、教育」が続い

ており、この４分野で55団体と全体の4分の3を占

めている。
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調査の概要 団体の主な活動分野

まちづくり意向調査の概要



団体活動上の課題について、「人員（人材）の不足、新規人員（人材）の確保」が最も多く、49団体（66.2％）

となっている。次いで「活動資金の不足」が37件（50％）となっている。

活動分野別にみると、人員不足と活動資金不足はどの分野でも多くなっており、地域活動、国際交流分野におい

て、「役員のなり手がいない」が多くなっている。
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あああ

団体活動上の課題

団体活動上の課題



課題への対応策 行政に支援してもらいたいこと

ヒト（人材不足、
高齢化、なり手
不足など）

広報活動（ホームページ、SNS、チラシ、オリエン
テーション、イベント等）による募集・PR
• ホームページやSNSで広報、入会説明会開催
• チラシ・ポスター・広報紙配布、PRパンフレット配布
• イベントや行事を通じてPR・募集

採用活動・離職防止・柔軟な働き方の導入
• 積極的な採用活動・離職防止策
• 柔軟な働き方への対応
• 新規事業の開拓と補助金リサーチ
• ハローワークや求人・紹介業者の利用
• 管理職が人材確保のため奔走
• 若い世代への声かけ、育成事業

高齢化対策・若年層の参加促進
• 若い人材への勧誘
• 高齢者の後進への活動参加促し
• 会員拡大、若い役員の選任
• 役員のなり手不足への対応（複数兼務等）
• 若い年代への育成事業
• 事務局の若返り
• 若い世代への呼びかけ

• 人員の確保、採用活動の協力
• 医療・介護・看護師の人材確保（市独

自の補助金や就学資金貸付制度など）
• ハローワーク等を活用した医療・介護

人材確保対策
• 若手農業者や新規就農者の人材育成研

修、専門家の派遣
• 役員のなり手不足への対応
• 職員・OBの参加要請
• 交流センター等への職員配置
• 学校の生徒・人材獲得支援
• 高齢化による活動構成員の不足
• 高齢者が主体的に活動できるよう支援

してほしい
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課題への対応（ヒトに関するもの）

団体活動上の課題への対応策（１／３）



課題への対応策 行政に支援してもらいたいこと

カネ（活動資金
不足、拠点確保
など）

会費・自主財源の見直し
• 会費の検討、収益改善
• 自己資金の拠出
• 会費・手数料の見直し

外部資金・助成金・補助金の活用
• 助成金申請
• 県・市の補助金・受託料の活用
• 資金積立てや協賛金募集

行政への支援・協力依頼
• 資金調達イベント・バザー等の実施
• バザーや資源ごみ回収による資金調達

経費削減・効率化
• 経費削減、職員数や委託内容等の見直し
• 業務効率化、無駄の排除

• 補助金の増額、助成金の増額
• 活動資金の助成、事業費の確保
• 運営費や消耗品代に対する支援
• ボランティア謝礼への支援
• 施設使用料の減免・無償提供
• 公的資金投入の強い要望（国・県へ

の働きかけ）
• 懇親会費用への補助
• イベント費用への補助
• 財政的な支援の継続
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課題への対応

団体活動上の課題への対応策（２／３）



課題への対応策 行政に支援してもらいたいこと

ネットワーク
（交流機会、Ｐ
Ｒ機会不足な
ど）

広報活動（HP、SNS、パンフレット、チラシ等）
• ホームページやSNS活用
• PRパンフレット、チラシ配布
• 講演会、勉強会、行事案内

イベント・地域活動でのPR
• 地域イベント、自治体の行事への参加
• 飯塚市や地域のPR

美化活動や地域貢献活動他団体との連携・交流促進
• 自治会やまちづくり協議会、行政、社会福祉協議会等との

連携
• 他団体との交流機会の創出（研修会、情報交換）
• 行政を通じた交流
• 地域イベントへの積極参加

• 産学官連携の推進、他団体との交流機
会の提供

• 全ての関係事業所が参加できる協議会
の立ち上げ

• 小・中学校や市教委との連携
• 商工・福祉・教育など異分野との交流

の場づくり
• 既存会員からの声掛け、ネットワーク

拡充
• まちづくりの協働体制、行政と住民・

団体との連携強化
• 他業種との意見交換の場
• イベント、講習会、交流の場の提供

（講習会、講演会の地元開催など）
• 市報やSNS等での広報・情報発信、企業

PR支援
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課題への対応

団体活動上の課題への対応策（３／３）
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１．人権・男女共同参画

まちづくりの課題と対策（１／７）

市の課題と対策 行政と協働したいこと 市政への意見・要望・提案

自治会・
地域活動
の活性化

• 自治会加入率の低下への対策
• 地域の交流・一体感の醸成
• 市職員も一市民として地域協

力を
• 顔の見える関係性、防災・防

犯・見守りの推進

• 情報提供と橋渡しの役割
強化

• 市職員の地域参画（自治
会等への積極的参加）

• 自治会の加入率増加、若い世代の加入促進、自治会の役
割・メリットの周知、自治会活動への支援強化

• 若い世代の声の反映、気軽に意見を言える場の設置、住民
参画の推進

• 自治会活動の負担軽減、自治会費の徴収方法（市税と一体
化等）、役員のなり手不足問題

• 自治会離れへの危機感、自治会が果たす行政的機能への認
識向上

市民参
画・対話
の推進

• 市民の意見を聞く機会の創出
• 市民との対話・伴走支援
• タウンミーティングや地域住

民との連携強化
• 子育て世代や働き盛りの世代

のまちづくり参画促進

• 市民・団体の参画機会の
拡充（不特定多数が集え
る機会、地域の人も参加
できる仕組み、まちづく
り協議会の認知度向上、
行政と市民の五分五分の
協力、タウンミーティン
グ等）

• 「協働のまちづくり推進条例」のさらなる周知・実践
• 各分野・少数意見の十分な検討
• 行政主導にならない協働、市民参画の可視化・体験機会の

拡充
• 市民・団体の自由な意見を受け止め、実行につなげる体制

づくり
• 行政との懇談会開催や役員の選出方法の改善、民意反映の

仕組み強化

人権尊
重・共生
社会の実
現

• 人権尊重とジェンダー平等の
推進

• 障がいへの理解促進（広報や
パンフレット配布）

• 多文化共生・国際交流の推進
• 「福祉」「人権」の充実

• 共生社会実現、障害理解
の推進（冊子配布、啓発
活動等）

• 男女共同参画推進事業等
との協働、補助金制度の
整備

• 成年後見制度の利用促進と権利擁護のための中核機関設置
• 多文化共生（外国人雇用増に伴う地域交流の推進）
• まちづくりの原点は「人」・人を大切にするまちづくり
• 地域団体・企業における男女共同参画の更なる推進、行政

からの協力依頼の強化
• 障がい者団体の連携・共同活動の推進
• バリアフリー施策の継続性確保
• 共生社会の理念、子どもたちへの体験教育の重要性
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２．行政経営

まちづくりの課題と対策（２／７）

市の課題と対策 行政と協働したいこと 市政への意見・要望・提案

財政健全
化・効率
的運営

• 負債のスリム化、箱物建設の
見直し

• 補助金の見直し、予算の無駄
使い削減

• 収支バランスと税収確保

• 補助金・助成制度の見直
し（補助金規定の変更要
望）

• 経営改革・黒字化

• 行政経営・行財政改革（市議会議員削減・機構見直し・財
政のスリム化）

• 財政破綻回避、税収確保、適正な税金の支出
• 予算の優先順位見直し、柔軟な財政執行、事業団体への使

途制限緩和

人材確
保・職員
育成

• 行政職員の責任ある関与
• 職員研修の充実
• 人材確保・レベルの高い人材

育成

• 真摯な行政運営の継続

連携と協
働

• 市のビジョンの明確化
• 各課、地域、大学等との横の

連携
• 広域連携の推進

• 指定管理・法人化の推進 • 市長のリーダーシップへの期待
• 行政と団体の責任分担・連携推進
• 市民に分かりやすい行政情報の発信
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３．健幸・子育て

まちづくりの課題と対策（３／７）

市の課題と対策 行政と協働したいこと 市政への意見・要望・提案

子育て環
境の充実

• 子育て世代の定住化・環境整
備

• 子どもが安心して過ごせる環
境（施設整備・人員確保）

• 保育所・病児保育の整備、こ
ども食堂などの支援

• 子どもの権利・生活環境の充
実

• 子育て世代支援（家事代
行・家庭保育人材派遣、
病児保育の不足対応）

• 乳幼児親子対象の事業
• 高齢者・子ども・地域の

ふれあい、見守り

• 子どもが生き生きと過ごせる環境（自由に遊べる広場、プ
レイパーク、観劇会等）

• 子ども時代の体験活動、地元素材を使った体験学習、共生
社会教育

• 給食無償化、駅周辺の認定こども園設置、子どもの安全な
遊び場の整備

• 優秀な人材確保、教職員の負担軽減

高齢者・
福祉施策
の充実

• 高齢者が安心して暮らせる環
境

• 高齢者の雇用・生きがいづく
り

• 高齢者の移動手段の確保

• 高齢者の健康づくり・フ
レイル予防・通いの場の
整備

• 高齢者が安心して住める
まちづくり（医療介護連
携、健康寿命延伸、資金
援助）

• 高齢者や買い物弱者への支援（買い物支援カー等）
• 2040年を見据えた医療・介護・福祉施策の明示、安心して

住み続けられるまちづくり

医療・健
康寿命の
延伸

• 健診・疾病予防・健康意識啓
発

• 医療・介護従事者の確保
• 医療・介護体制の維持強化

• 健診・予防事業の推進
（健診後支援、生活習慣
病予防、企業・学校連携
による健康啓発等）

• 医療・看護人材の確保・
育成・定着

• 医療機関（市立病院等）の経営支援・交付金増額要望
• 健康パスポート構想（健診データ等の電子化・共有）、地

域包括ケアとの統合、「飯塚モデル」確立
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４．地域経済

まちづくりの課題と対策（４／７）

市の課題と対策 行政と協働したいこと 市政への意見・要望・提案

商工業振
興・商店
街振興

• 新産業の創出
• 中小企業活性化・仕事の創出
• 商店街の再整備・活性化
• 観光資源の開発・磨き上げ

• 商工業・企業支援（中核
企業育成、スタートアッ
プ支援、DX/BX推進、雇
用創出）

• 地域の活性化・特色ある
街づくり

• 関係団体と連携した商工
業発展

• 他自治体との差別化（教育・劇場・スイーツ・新技術等へ
の投資）、強いプレイヤーの呼び込み

農林業振
興

• 農林業振興・ブランド化
• 農業者の高齢化・担い手不足

対策
• 農地・耕作放棄地の保全と活

用
• 環境保全型農業の推進
• 農林業の振興

• 農業振興（スマート農業、
地産地消、農産物ブラン
ド化、農福連携など）

• 竹林改良・植樹、鹿対策

• 農業振興・食農教育・市民農園の整備
• デジタル技術活用・経営支援
• ブランド育成、新規就農支援
• 放棄農地対策・環境美化への配慮

雇用・企
業誘致

• 大企業や公的機関の誘致
• 人口減少・少子高齢化への対

策
• 移住・定住の促進
• 若年層流出防止

• 企業誘致、雇用創出、人口増加施策の推進
• 地場企業の人材確保・地元定着の魅力づくり
• 大学生・高校生対象の地元就職啓発、社員交流
• 人材育成研修の実施
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５．教育・文化

まちづくりの課題と対策（５／７）

市の課題と対策 行政と協働したいこと 市政への意見・要望・提案

教育の充
実

• 教育施設・特別教室（エアコ
ン等）の整備

• 教育と文化の推進
• 変化に対応できる子どもを育

てる教育
• 学園都市構想の継続

• 教育現場の支援（教職員
の働き方改革、人材確保、
キャリア教育、学びの支
援）

• 学校・高校と市の連携強化、人材育成
• 学校跡地の活用（温泉・スパリゾート等）

文化振興 • 伝統文化や観光資源の発掘・
活用

• 文化施設・イベントの充実

• 文化・芸術活動の充実
（文化芸術人材の学校派
遣、発表の場の拡充）

• 伝統文化の継承
• 日本語教室の推進・強化

• 歴史資料館の再編・美術館設置
• 祇園祭の復活、神社と商店街のコラボ
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６．都市基盤・生活基盤

まちづくりの課題と対策（６／７）

市の課題と対策 行政と協働したいこと 市政への意見・要望・提案

交通・移
動手段の
整備

• 公共交通機関の充実
• 高齢者・障がい者も利用しや

すい交通網整備
• バスターミナル・駅周辺の整

備

• 交通政策（高齢者の移動
支援含む）

• バス路線廃止等による交通弱体化への対策（MaaS・ライド
シェア等の活用）

• 駅周辺開発・駐車場整備・バリアフリー化
• 鉄道複線化（福岡市ベッドタウン化のため）

空き家・
住環境の
整備

• 空き家対策
• 住みよい地域・住環境の向上

• 市営住宅等の老朽化対
策・高齢者コミュニティ
整備

• イベント・賑わい創出
（駅前広場活用等）

インフ
ラ・施設
整備

• インフラの老朽化対策、跡地
活用

• 公園・公共施設の整備・清掃

• 生活インフラ（河川管
理・水質改善）

• 旧施設の利活用（跡地活
用、史跡整備等）

• 立岩踏切周辺道路の整備・浸水対策
• 道路沿いの草刈りを自治会の有償事業化

防災・防
犯

• 自然災害への対策、防災・減
災

• 防災・ネットワーク構築
（関係機関連携、総合防
災訓練等）

• 防犯カメラ設置補助金制度の設立・拡充
• 街頭防犯カメラ設置の推進
• 外灯・街灯の増設
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７．自然環境

まちづくりの課題と対策（７／７）

市の課題と対策 行政と協働したいこと 市政への意見・要望・提案

自然環境
の保全

• 鳥獣害防止
• 環境保全意識の啓発

• 地域環境保全
• ゴミ拾い活動の発展
• 河川の水質改善

• 自然豊かな飯塚市を守るまちづくり、環境整備の見直し
• 農地・田畑の荒廃防止と環境美化
• 市民参加による環境保全

公園・緑
地の活
用・整備

• 八木山公園などの整備・景観
向上

• 花を活用したまちづくり
（「一人一花運動」参画
等）


